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朝
鮮
半
島
情
勢
と
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
導
入
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
の
閣
議
決
定
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
の
抜
本
的
向
上
に
つ
い
て
」
に
お
い

て
、
「
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
、
我
が
国
の
安
全
に
対
す
る
、
よ
り
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
新
た
な
段
階
の
脅
威
と

な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
二
基
の
導
入
を
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
本
年
に
入
り
、
朝
鮮
半
島
情
勢
に
お
い
て
は
、
南
北
首
脳
会
談
で
は
朝
鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化
が
目
標
と
さ

れ
、
次
い
で
日
中
韓
首
脳
会
談
、
中
朝
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、
北
朝
鮮
に
よ
る
非
核
化
実
現
を
前
提
と
し
た
米
朝
首
脳
会
談

の
開
催
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
に
お
け
る
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
の
閣
議
決
定
時
と
同
様
の
「
よ
り
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
新
た
な
段
階

の
脅
威
」
（
以
下
、
「
脅
威
」
と
い
う
。
）
は
存
在
す
る
か
。

二

現
在
と
前
記
閣
議
決
定
時
と
の
間
で
、
「
脅
威
」
の
内
容
・
質
等
の
変
化
は
あ
る
か
。

三

米
朝
首
脳
会
談
等
に
よ
る
「
脅
威
」
の
内
容
・
質
等
の
変
化
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

四

南
北
首
脳
会
談
で
朝
鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化
が
目
標
と
さ
れ
る
な
か
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
導
入
を
進
め
る
こ
と

一



が
、
朝
鮮
半
島
情
勢
の
緊
張
緩
和
に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

五

朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
今
後
の
方
向
性
が
見
通
せ
る
ま
で
の

間
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
導
入
に
向
け
た
手
続
き
を
中
断
す
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


